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　2024年 12月 2日に 2024年の「新語・流行語大賞」が発表された．「裏金問題」は
2024年 10月の衆議院議員選挙でも焦点となったが，個人的には「調査研究広報滞在
費（旧「文書通信交通滞在費」）」の問題が大きいように思う．すべての国会議員に毎月
100万円，年 1,200万円が支給される．税金からまかなわれているにもかかわらず，
使途の公開義務がなく，目的外使用への罰則もない．一方，われわれの公的研究費は，
綿密に作成された研究計画の審査によって競争的に支給されたうえで 1円単位で厳密
に管理され，「不適切」な運用に対しては厳しい罰則が設定されている．同じ国の同じ
税金に依存しているにもかかわらず，なぜここまで大きく異なるのか？
　「不適切」といえば大賞は「ふてほど」であった．ドラマタイトルの「不適切にもほ
どがある！」をこのように短縮することが適切かどうかはさておき，昭和と令和のコ
ンプライアンスのちがいを際立たせながらも，どちらか一方に偏ることのない作品で
あった．毎回のエンディングに使用していた「1986年当時の表現をあえて使用して放
送します」のテロップを，最終回では「2024年当時の表現をあえて使用して放送しま
した」に書き換えたように，両時代の「適切」「不適切」について視聴者にもう一度考え
直させる構成となっていた．
　臨床研究の領域でも第二次世界大戦前後には「きわめて不適切」な研究が数多く行
われ，私が医師になった平成の時代にも「まだまだ不適切」な臨床研究は続いていた

（『ゼロから始めて一冊でわかる！　みんなの EBMと臨床研究』（南江堂）参照）．それ
が平成後期になって急激に倫理指針の改訂，臨床研究法の制定が進み，厳しい管理が
行われるようになった．医師だけによる研究実施が困難となり，外部機関の力を借り
るようになる．臨床研究はビジネスチャンスととらえられて研究遂行費は高騰した．
医師は労力の面でも研究費の面でも「前向き介入研究」の実施に対して著しく「後ろ
向き」になってしまった．
　ルールを定めるとなると，過剰なまでに細かな規定を設け，施行後はそれにとこと
ん厳密に従わせるのが日本の特性である．「適切な臨床研究」のためのほどよい「適
切」な落としどころが見つかることを願っている．
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